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定員適正化計画では、平成２２年度までに
職員数を１９５人とする計画です（町役場）

 　
問
　
定
員
適
正
化
計
画
を
更

に
進
め
、
職
員
を
削
減
せ
よ
。

　
総
務
課
　
平
成
　
年
度
ま
で

２２

に
１
９
５
人
と
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
計
画
よ
り

進
ん
で
い
る
。
役
場
の
仕
事
は

増
え
て
お
り
、
今
後
の
情
勢
が

不
透
明
な
部
分
も
あ
り
難
し
い
。

　
問
　
仕
事
を
す
る
の
は
職
員

で
あ
り
、
削
減
に
は
抵
抗
を
感

じ
る
。
適
時
に
職
員
を
採
用
し
、

適
正
な
職
員
数
を
維
持
す
べ
き

で
は
。

　
総
務
課
　
　
歳
以
上
の
職
員

５０

が
、
１
０
０
人
以
上
い
る
。
こ

こ
　
年
は
毎
年
　
人
前
後
の
退

１０

１０

職
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
職
員

定
員
適
正
化
計
画

の
更
な
る
推
進
を

採
用
は
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
。

　
問
　
管
理
職
が
こ
こ
２
年
で

　
人
退
職
す
る
。
幹
部
職
員
の

１１養
成
は
。

　
副
町
長
　
研
修
に
で
き
る
だ

け
参
加
さ
せ
て
い
る
。
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
能
力
主

義
も
取
り
入
れ
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

 　
問
　
都
市
公
園
地
内
の
企
業

操
業
問
題
で
の
担
当
課
長
の
処

分
は
文
書
訓
告
で
よ
か
っ
た
か
。

　
総
務
課
　
マ
リ
ン
パ
ー
ク
閉

園
時
に
財
産
区
分
の
判
断
ミ
ス

が
あ
っ
た
。
文
書
訓
告
は
、
適

正
な
処
分
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

都
市
公
園
区
域
の
工
場
操
業

担
当
課
長
の
処
分
は
適
正
か

 　
問
　
全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
保
育
料
の
未
納
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

　
保
健
福
祉
課
　
自
己
破
産
、

リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
急
激
な
生
活

変
化
に
よ
り
滞
納
は
毎
年
増
え

て
い
る
。
未
納
対
策
は
　
月
に

１０

設
置
さ
れ
る
「
町
税
・
使
用
料

等
歳
入
確
保
対
策
委
員
会
」
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

 　
問
　
少
子
化
対
策
を
ど
の
よ

う
に
し
て
進
め
る
の
か
。
子
供

を
産
め
る
環
境
整
備
を
。

保
育
料
の
未
納
対
策

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

少
子
化
対
策
を

ど
う
進
め
る
か
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一
般
会
計
決
算
な
ど
に
活
発
な
議
論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で

１０

１２

町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
長
に
は
、
生
駒
利
治
副
議
長
を
選
出
。
３

日
間
に
わ
た
り
一
般
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
な

ど
９
会
計
の
平
成
　
年
度
決
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

１８

こ
こ
で
は
そ
の
審
議
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

総括
質疑

決

別

会
員
委

特
算

（４）




